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福島県オリジナル

入会申し込みについては、福島県公式ＨＰ
｢ふくしま SDG s 推進プラットフォーム｣をご覧ください。

企業、団体、教育機関、市町村、NPO等、SDGs 推進に取り組む、
又は関心がある団体　※任意団体を含みます。対  象

検索

会費無料

ふくしまSDGs推進プラットフォーム

18 複合災害から
     福島を復興させよう

「ひとつ、ひとつ、実現する ふくしま」
久慈設計は「Fukushima with a SMILE!」を通じて

福島県の魅力を発信していきます。

Jan.2023 Vol.49

ふくしま応援！
『ベコ太郎』

～ふくしま SDGs 推進プラットフォーム～
　世界の共通言語である SDGs を入口に、本県で活躍する様々な団体の連携・協働の機会
を創出し、豊かな県づくりを推進するための活動の場として、 「ふくしま SDGs 推進プラッ
トフォーム」を設置しています。
　プラットフォームでは、県全域における SDGs の取組の一層の向上を図るため、会員相
互の情報発信・交換、フォーラムや分科会の開催などを行っています。SDGs に関心のあ
る団体であれば、県内外を問わず入会可能です。
　ご賛同いただける皆様のご入会を心よりお待ちしております！

●ホームページに会員情報や SDGs の
　達成に向けた取組の掲載

●会員の取組を共有、取組の横展開

●セミナーやワークショップへの参加

●会員が主体の分科会の提案・設置、
　設置された分科会への参加

●課題を抱える会員と、課題の解決策や
　ノウハウを持つ会員とのマッチングの
　サポート
●会員の取組の顕彰（アワード）

　震災・原発事故からの復興、急激な人口
減少や自然災害、新型コロナウイルス感染
症への対応など、福島県は多くの困難と課
題を抱えています。
　県民の皆様や福島県に思いを寄せてくだ
さる多くの皆様と連携し、複合災害からの
復興を成し遂げたいという思いを込めた目
標です。

　令和４年６月１３日
に実施した、当プラッ
トフォームのキックオ
フイベントにて発表し
ました。



検索福島県　企業版ふるさと納税

寄附額

企業版ふるさと納税による軽減効果

通常の軽減効果

福島県では復興・地方創生の加速化に向け、

企業様との連携・共創を強く意識した地域課題解決を図っています。

　本県の取組に共感・賛同いただける企業様からのご支援を心よりお待ちしております。

復興・総合計画課　TE L  0 2 4 - 5 2 1 - 7 8 0 9
詳しくは、県ホームページをご覧ください！

【企業版ふるさと納税の制度概要】

留意
事項

お問合せ

1
2
3

国税＋地方税

約３割 約4割 約2割 約1割
法人住民税＋法人税 法人事業税 企業負担

企業版ふるさと納税で
ふくしまの地方創生をご支援ください！

（発行）ふくしま応援隊 株式会社久慈設計 　住所／岩手県盛岡市紺屋町 3-11　TEL ／ 019-624-2020

１回あたり１０万円以上の寄附が対象となります。
寄附の代償として経済的利益を受け取ることは禁止されています。
本社が福島県内に所在する企業からの寄附は対象外です。

上記のほかにも、只見線の利活用促進に向けた取組や女性 IT人材育成・就業応援
事業など、様々な事業で寄附を募集しています。詳細は気軽にお問合せください！

寄附額の最大9割が軽減

ふくしまインフラツーリズム
推進事業

　ダムや橋等のインフラ
施設、またその周辺景観
を観光資源としたインフ
ラツーリズムを推進し、
県内の観光交流人口の拡
大と震災復興のPRに取
り組みます。

自転車の活用による健康づくり
推進事業

　福島県の美しい自然環
境や豊かな観光資源を活
かした広域的なサイクリ
ングルートを県内各地域
に設定し、自転車利用を
通した健康増進と観光振
興に取り組みます。 

エクストリーム体験等を活用した
誘客促進事業

　福島県では、「非日常
の経験を通して『心への
刺激』を得る旅（エクス
トリームツーリズム）」
を提案・推進し、観光振
興に取り組みます。

健康長寿ふくしま推進事業

　県民の健康増進・維持
につながる生活習慣の定
着化を目指し、スマート
フォンアプリ（ふくしま
健民アプリ）を活用した
気軽に楽しい健康づくり
の推進に取り組みます。

企業様のメリット
■ 社会貢献・企業のＰＲ効果
■ 地方公共団体とのパートナー
 シップの構築
■ 地域資源などを活かした
  新事業展開


